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丶

住民の暮らしと安全を守る
蓬
田
村
・
蟹
田
町
合
同
観
覧
式

六
月
三
十
日
、
蓬
田
村
・
蟹
田
町

合
同
観
閲
式

が
、
蓬
田
小
学
校
グ
ラ

ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
日
は
蓬
田
村
か
ら
八
分
団
一
八

九
人
、
蟹
田
町
か
ら
十
一
分
団
二

一

八
人

が
参
加
し
、
人
員
・
姿
勢
・
服

装
の
点
検
、
閲
兵
、
機
械
器
具
の
点

検
、
ポ
ン
プ
操
法
、
放
水
、
分
列
行

進
を
実
施
。
ど
の
分
団
も
厳
し

い
訓

練
を
積
み
重
ね
て
き
た
だ
け
に
、
き

び
き
び
し
た
態
度
で
日

ご
ろ
の
成
果

を
披
露
し
ま
し

た
。

消
防
団
は
消
防
組
織
法
に
基

づ
く

消
防
機
関
で
、
郷
土
愛
の
精
神
に
支

え
ら
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
な
組
織

で
す
。
消
防
団
員
は
自
分
の
本
業
を

持
っ
て

い
ま
す
が
、
火
災
な
ど
の
緊

急
時
に
は
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
に
勇
敢
に
行
動
し
ま
す
。

団
員
は
消
防
団
長

の
指
揮
に
従

い
、

消
火
活
動
、
残
火
処
理
、
被
災

者
の

救
護
に
あ
た
り
ま
す
。
地
震
、
風
水

害
な
ど
の
大
災
害
の
場
合
は
率
先
し

て
住
民
を
守

る
た
め
に
働
き
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
消
防
団

は
住
民
の
暮

ら
し
と
安
全
を
守
る
重
要
な
役
割
を

持
っ
て

い
る
の
で
す
。

6月

７月

よもぎた

発行・青森県蓬田村／編集・広報よもぎた編集委員会
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住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

私

た
ち

は
海

か
ら

多
く

の
恩

恵

を
受

け
て

い
ま

す
。

陸
上

交
通

の

発
達

し
て

い
な
か
っ

た
遠

い
昔
は
、

人

も
産
業

も
文

化
も

海
を

渡

っ
て

往
来

し

た
こ

と
で
し

ょ
う

。

身

近

な
陸

奥
湾

は
、

ホ
タ
テ

貝

を
中

心

と
し

た
沿

岸
漁
業

の
豊

庫

で
す

。

こ
の
豊

か

な
海

が
年

ご
と

に

汚

れ
て
き

ま
し

た
。
沿

岸
市

町

村

が

都
市

化

、
近
代

化

さ

れ
て
く

る
こ

と
に
よ

り

、
人
間

が
汚
し

て

い
る

の
で
す

。

海

岸
に
打

ち
寄

せ
ら

れ

る
ゴ

ミ

の
山
。

河
川

の
両

岸
に

は
生

活
排

水
か

ら
と
思

わ

れ
る

ゴ
ミ

や
、

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
、

缶
類

、
ト

タ

ン
、

壊
れ

た
自

転
車

、
電
気

製

品

が
捨

て
ら

れ
て

い
ま
す

。

海
は

私
た

ち

一
人

一
人

の
た

い
せ

つ
な

資
産

で

す

。

か
け

が
え

の
な

い

ご
ふ
る

さ

と
の

海

″
を

い
つ
ま

で
も

美
し

く

保
つ

に
は

、
私

た
ち

の
手

で
こ

れ

以

上

汚

さ
な

い
と

い
う

強

い
認

識

が
必
要

で
す

。

建

設
省

で
は

、
七

月

一
日

か
ら

七
月
三

十

一
日

ま
で

、
海

岸

愛
護

月

間

を
設

け
ま
し

た
。

①
家

庭

の
ゴ
ミ

を
海

に
捨

て

な

い

②
護

岸
や

堤
防

敷

地
内

に
物

を
置

か

な

い
。

③
船

揚

げ
場
周

辺

は
整
理

整

と

ん

し

、

環
境
美

化

に
努

め
る
。

④

ゴ
ミ

の
持
ち

か

え
り

運
動

を

進

め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

自
慢
の
で
き
る
豊

か
な
陸
奥
湾

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

夜
間
、
車
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
が
、

。
カ
ラ
コ
ロ
ン
″

と
転
が
る
音
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

以

前
は

ビ
ン
入
り
ば
か
り
だ
っ

た
ジ
ュ

ー
ス
や
ビ
ー
ル
が
、
近

ご

ろ
は
カ
ン
入
り
が
幅
を
き
か
せ
て

い
ま
す
。
飲
ん
で
し
ま
え

ば
空
き

缶
は
不
用
と
ば
か
り
、
手
軽
に
投

げ
捨
て
。
特
に
道
路
沿
い
の
お
び

た
だ
し
い
空
き
缶
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の

ポ
イ
捨
て
が
大
き
な
原
因
で

す
。毎
日
暮
ら
す
村
を
あ
ず
ま
し
く

す
る
た
め
に
も
、
ゴ
ミ
持
ち
帰
り

運
動
や
地
域
の
美
化
運
動
に
対
す

る
村
民
の
意
識
や
モ
ラ
ル
を
高
め

た
い
も
の
で
す
。

蓬
田
村
子
供
会
育
成
連
絡
協
議

会
で
は
五
月
か
ら
月
に
一
度
、
子

供
だ
ち
と
世
話
人
の
お
父
さ
ん
お

毋

さ
ん

が

い
っ
し

ょ

に
な

っ
て

、

村
内

一
斉

ク
リ

ー

ン
作

戦
を
展

開

し

て

い
ま

す
。

連

合
婦

人
会

は

六
月
二
十
四
日
、

環
境

浄
化

を
目
指

し

駅
や
公

共
施

設

、
部
落

ご
と

に
花

だ
ん

を
つ

く

り
ま
し

た

。
一

年
一
年
少
し

ず
つ
、

や

が
て
は

花

い
っ

ぱ
い
の

心
な

ご

む
村
に

し
よ

う

と
い
う
計
画
で
す
。

村

を
訪

れ

る
人

々
や

、
車

で
通

り

抜
け

る

人

々
を

ご
化
で
迎
え

、
花

で

送
る

″
そ

ん
な

村

に
し

た

い
と

い
う

婦

人
た

ち

の
願

い

が
込

め

ら

れ
て

い
ま
す
。

●
海
の
ク
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ

海や川が泣いてます ク
リ
ー
ン
・
よ
も
ぎ
た

海
は
ゴ
ミ
捨
て
場
じ
ゃ
な
い

●
陸
の
ク
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ

空
き
缶
投
げ
る
な

クリーン･よもぎた 2

●空き缶散乱ワースト5

１位…一般道路およびその周

辺

２位…市街地の広場・公園

３位…海岸や湖沼の岸辺

４位…大きな川の川原

５位…海水浴場水浴場



衛

生

的
な

環
境

づ
く

り
の

た
め

に

、

わ

が
村

で

は
週
三

回

、
家
庭

の

ゴ
ミ

を
回

収
し

て

い
ま
す

。

台
所

か
ら

の
生

ゴ
ミ
や
紙
く
ず
、

空

き
缶

、

ビ
ン
な

ど
を

、
あ

な
た

は

き
ち

ん
と

燃
え

る

ゴ
ミ

、
燃
え

な

い

ゴ
ミ
に

分
け

て
出
し

て

い
ま

す

か
。

こ

の
区

分

が
め
ち

ゃ
く
ち

ゃ

だ
と

、
処

理
能

力

が
落
ち

る

ば

か

り
で

な
く

、
焼

却
炉

も

い
た
み

ま
す

。
ゴ
ミ

を
出
す

前

に
必

ず
守

っ
て

ほ
し

い
の

が
、
生

ゴ
ミ

の
水

切
り

で
す
。
水
切
り

が
ヒ

ゆ
う

ぶ
ん
で

な
い
と
、
助
熱
剤
と
し
て
大
量
の

重
油
を
使
い
ム
ダ
な
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

が
ゴ
ミ

の
回
収
日
で
す
。
村
内
を
巡
回
す

る
と
、
回
収
日
で
も
な
い
の
に
ゴ

ミ
を
出
し
て
い
る
地
区

が
あ
り
ま

す
。
回
収
日
の
朝
に
出
す
約
束
で

す
。
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
、
ガ
ラ

ス
や
犬

が
引
き
ず
り
回
し

、
衛
生

的
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ

は
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ

た
場
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
燃
え
る
ゴ
ミ

●
台
所

ゴ
ミ
…
料
理
く
ず
・
残
飯

野
菜
く
ず
・
目（
が
ら

●
紙
・
布
類
…
新
聞
・
雑
誌
・
紙

く

ず
・

ダ

ン

ボ
ー
ル
・
衣

類

・
布
製

品

●
木
く

ず
・：
板

き
れ

・
竹

・
枯
木

ワ
ラ

製

品

■

燃
え

な

い
ゴ
ミ

●

ガ
ラ

ス
類
・：
各

種

ビ
ン
類

・
破

れ

ガ
ラ

ス

ー
セ
ト
モ

ノ
類

●
金
属

類
…

各

種
空

き
缶
類

な

べ
な

ど
の
金

属
製

品

■

粗
大

ゴ
ミ

冷

蔵
庫

こ
ア
レ

ビ
・

洗
濯

機
・

ダ
ン
ス
な

ど

の
祖
大

ゴ
ミ
は

、
直

接

蟹
田

の

ゴ
ミ

処
理

場

へ
運

ん
で

く

だ
さ

い
。

田
町
・
蓬
田
村
が
負
担
金
を
出
し

あ
っ
て
運
営
す
る
環
境
整
備
事
務

組
合
で
行
い
ま
す
。
今
年
の
蓬
田

村
の
負
担
金
は
、

●
ゴ
ミ
処
理
場

一
千
十
七
万
六
千
円

●
し
尿
処
理
場

九
百
四
十
九
万

九
千
円

●
斎
場
（
火
葬
場
）

三
百
十
一
万
一
千
円

で
す
。

こ
れ

か
ら

い
よ

い
よ

海
も

山
も

夏

の
観
光

シ
ー

ズ
ン
。
私

た
ち

の

村

も
、
夏

は
玉

松

海
水
浴

場

が
に

ぎ

わ

い
ま

す
。

人

々

が
去
っ

た
後

に

は
ゴ
ミ

の

山
。

こ

の
投

げ
捨
て

ら

れ
た
空

き

缶
や

ゴ
ミ

の
後

始
末

を
し

て

い
る

の

は
、
市

町
村

の
清

掃
事

業
も
あ

り
ま
す

が
、
地

域
の

婦
人
会

や
子

供
会

・
青

年
会

・
老

人
ク
ラ

ブ
が

大

き

な
力

と
な

っ
て

い
ま
す

。

家

庭
の
中

や

地
域

全
体

で

フ
コ

ミ
を

捨
て

な

い
、
捨

て

さ
せ
な

い
”

雰

囲
気

づ
く

り
を

育
て

て

い
き
ま

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
き
な
力

三
町
村
合
同
で
処
理

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ

や
し
尿
の
処
理
は
、
平
館
村
・
蟹

クリ ーン･よもぎた3

●
家
庭
の
ゴ
ミ
点
検

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
場
所
へ



入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
…

…
と
言
え
る
国
民
年
金
に

「
中
沢
む
ら
づ
く
り
運
動
」
…
…
ワ
ラ
細
工
伝
承
会

『
年
金

の
掛

金
は

年

々
高
く

な

る
し

、
家

計
に

ひ

び
く
。
』

『
自

分

は
今
、

高

い
掛
金

払
っ
て

も

、
将
来

ぽ
ん

と
う

に
も

ら
え

る

の

か
不

安

だ
。
』

つ

い
、
ぐ

ち
を

言

い
た
く

な
る

の

が
ホ
ン
ネ

。
高

齢
化

社
会

に
突

入

寸
前

と
あ

っ
て

、
国

民
年

金

は
損

か
得

か

と
話
題

に
な

る

こ
の

ご
ろ

で
す

。
そ
こ
で

簡
単

な
計

算
を

一

つ
。

昭
和

三

十
六
年

に
国

民
年

金

が
発

足
し

た

と
き

か
ら

、
昭
和

五

十
六

年

ま
で

掛
金

を
払

っ
た
と
し

ま
す
。

す

る
と

そ

の
総
額

は
約
三

十
三
万

六
千
円

（
付
加

保

険
料

を
含

む

）

で
す

。

こ

れ
と
今

年
四

月

で

六
十

歳

に
達
し

、
六
十

筬
か

ら
繰

り
上

げ
請
求
し

た
人
の

年
金

額
を

比
較

し

て
み

ま
す

。

例
に
あ
げ
た
と
お
り
、
六
十
歳
か

ら
の
減
額
さ
れ
た
年
金
で
も
、
一

年
と
少
し
で
モ
ト

が
と
れ
る
勘
定

で
す
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
も
あ
り
、

年
金
が
目
減
り
し
な
い
よ
う
な
配

慮
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
特

に
、
国
民
年
金
給
付
の
中
で
も
っ

と
も
中
心
的
な
老
齢
年
金
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

国

民
年

金
に

は

、
ど

ん
な
人

が

入
れ

ば
よ

い

の
で
し

ょ
う
。

こ

れ
に

は

、

入
ら

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
人

（
強

制
加

入

）
と

、
入

り

た

け

れ

ば
入

っ

て

も

よ

い

人

（
任
意

加

入

）
の
二

通
り

が
あ

り

ま
す

。

会

社
や

役
所

・
学

校
な

ど
に

勤

め
る

サ
ラ

リ
ー

マ

ン
は

、
厚
生

年

金
・

共
済

年
金

・
船

員
年

金
な

ど

に
自
動

的

に
加

入
し

ま
す

。

国

民
年

金

は
こ

れ
ら

の
年
金

に

加

入
し

な

い
す

べ
て

の
人

の
年
金

で
す
、

農

林
漁

業
・

商
エ

サ

ー

ビ

ス
業

・
自

由
業
者

や
そ
の
家
族
は
、

二

十

歳
か

ら
六
十

歳
ま

で
「

強
制

加

入
者

」

と
な
っ

て
国

民
年

金

に

加

入
し

ま
す

。

そ

の
ほ

か
、

サ
ラ

リ
ー

マ

ン
の

奥
さ

ん
や

昼
間

の
大

学
生

は
「

任

意

加

入
者

」
と

な
っ

て
加

入
で

き

ま
す
。

特

に
サ
ラ

リ

ー

マ
ン

の
奥

さ
ん

は
、

自
分

も
年

金
権

を
持

つ

た
め

に
、

ぜ
ひ
加

入

を

お
す

す

め

し

ま
す

。

年
金
に
入
る
に
は

国民 年金 4

老 齢年金の受給例

基 本と な る年 金 額　　　514,000 円

減 算額　　　　　　　　215,000 円

支 払年 金 額　　　　　　298,000 円

●昭和36年４月から昭和57年３月まで掛金

を納入（付加掛金含む）。昭和57年４月に

60歳到達。 60歳から繰り上げ請求のため，

基本年金の42％を減額され，58％が支給に

なる。



金年民国

国
民
年
金
の
必
要
加
入
期
間
は

二
十
五
年
で
す
。
た
だ
し
、
制
度

発
足
時
の
年
齢
に
応
じ
て
、
必
要

加
入
期
間
を
短
縮
（
五
年
・
十
年

か
ら
二
十
四
年
）
し
て
老
齢
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
掛
金
を
支
払
う
の
は
六

十
歳
ま
で
。
六
十
歳
に
な
る
と
、

役
場
の
年
金
係
か
ら
、
『
国
民
年

金
期
間
満
了
』
を
知
ら
せ
る
は
が

き
が
届
き
ま
す
。
は
が
き
に
は
、

被
保
険
者
の
皆
様
、
長

い
間
た

い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
昭

和
○
年
○
月
○
日
を
も
っ
て
、
あ

な
た
は
満
六
十
歳
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
受
給
資
格
は
原
則

と

し
て
六
十
五
歳
で
す

が
、
希
望
す

れ
ば
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ
請
求

が
で
き
ま
す
。

六
十
歳
か
ら
年
金
を
請
求
す
る

場
合
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
印
鑑

を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
、
書
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

と
こ
ろ
に
こ
の
は
が
き
が
着
い
た

ら
、
役
場
の
年
金
係
で
自
分
の
意

志
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
の
間
に
年
金
を
受
け
る
人
は
そ

の
年
齢
に
応
じ
、
年
金
額
は
一
生

減
額
さ
れ
ま
す
。
六
十
五
歳
到
達

前
に
請
求
す
る
人
は
、
こ
の
こ
と

を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

65歳到達前の支給割合

60歳から　　　　　　58 ％

61歳から　　　　　　65 ％

62歳から　　　　　　72 ％

63歳から　　　　　　80 ％

64歳から　　　　　　89 ％

65歳から　　　　　100 ％

年
金
証
書
が

届
く
ま
で

役
場
年
金
係
で
は
、
六
十
歳
か

ら
請
求
し
た
人
の
書
類
を
社
会
保

険
事
務
所
へ
送
り
ま
す
。
そ
こ
で

処
理
さ
れ
た
書
類
は
さ
ら
に
、
社

会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
課
へ

送
ら
れ
ま
す
。

業
務
課
で
は
全
国
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
書
類
の
記
入
内
容
を
審
査

し
年
金
額
を
計
算
し
ま
す
。
こ
う

し
て
で
き
あ
が
っ
た
年
金
証
書
と

裁
定
通
知
書
が
、
あ
な
た
の
も
と

へ
直
接
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
に
は
、

申
請
し
て
か
ら
二
か
月
ぐ
ら

い
か

か
り
ま
す
。
届
い
た
証
書
は
た
い

せ
つ
に
保
管
し
ま
し

ょ
う
。

老
齢
年
金
は
、
毎
年
三
月
・
六

月
・
九
月
・
十
一
月
に
支
払
い
ま

支

払

の
つ

ど
。
社

会
保

険
庁

か

ら

「
国
民

年
金

支

払
通
知

書
」

が

送

ら
れ
て

き

ま
す
、

こ

の
通
知

書

を
受

け
取

っ

た
ら

、
通
知

書

の
「
受

領

証
」

欄
に
記

名

・
押

印
し

て

、

年

金
証
書

と

い
っ
し

ょ

に
希

望
し

た
郵

便
局

へ

持
っ

て
行

く
と

、
年

金

の
支

払

い
が
受
け

ら

れ
ま
す

。

郵

便
局

を

希
望
す

る

人
で

、
貯

金

通
帳

を
持

っ
て

い
る
場

合

は
。

「

振
替
預

大
」

と

い
う
方

法

も
あ

り

ま
す
。

こ

れ
は

、
あ

ら
か
じ

め

郵

便
局

に
預

入
の
手

続

き
を
す

る

と

、
自
動

的

に
貯
金

通
帳

に
入

金

さ

れ
る
方

法

で
す
。

老齢年金の定期支払月

12月，１月，２月分…３月に支払い

３月，４月，５月分…６月に支払い

６月，７月，８月分…９月に支払い

９月，10月，11月分 …11月に支払い

毎
年
誕
生
月
に

現
況
届
を

引

き

続

い
て
年
金

を
受

け
て

い

く
に

は
「

国
民

年
金

受

給
権
者

現

況
届

」
を

、
毎

年
誕

生
月

の
末

日

ま

で

に
提
出
す

る
必
要

が
あ

り
ま

す

。現
況

届

の
は

が
き

が
、
毎

年
誕

生
月

の
初

め
こ
ろ

に

、
社
会

保
険

庁

か
ら

あ
な

た
に

直
接

送
ら

れ
て

き

ま
す
。

そ

の
は

が
き

に
住
所

、

氏

名
を

書
き
印

か

ん
を
押
し

、
役

場

の
戸

籍
係

で
証

明
を
受
け
ま
す
。

必

ず
こ

の
は

が
き

を

ポ
ス
ト

に
入

れ

、
社

会
保
険

庁

へ
提
出

し

て
く

だ

さ

い
。

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金

を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
す
る
と

消
滅
し

、
年
金
の
支
給
は
、
死
亡

し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
場
合
、
遺
族
の
方
は
十
四

日
以
内
に
、
「
国
民
年
金
受
給
権

者
死
亡
届
」
に
年
金
証
書
を
添
え

て
役
場
に
提
出
し
ま
す
。

月額

350円

月額

400円

年別
昭和36年４月１日の年齢 付加掛金

35歳以上 35歳未満

4,200

4,200

4,200

4,800

4,800

4,800

4,800

4,800

4,800

4,800

4,800

36年

37

38

39

40

41

42

43

44

45

1,800円

1,800

1,800

1,800

1,800

2,550

3,000

3,000

3,600

4,500

1,200円

1,200

1,200

1,200

1,200

1,800

2,400

2,400

3,000

4,200

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

6,000円

ら,000

8,700

11,400

13,200

16,800

26,400

32,760

39,600

45,240

54,000

合計 285,750 279,900 51,000

5

六
十
歳
に

な
る
と
…

年金の掛金改正状況　　　（年額）

●
郵
便
局
で
年
金
を
受
け
る
と
き

●
受
給
権
が
な
く
な
る
と
き

現
況
届

が
提
出
さ
れ
な
い
と
き

は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差

し
止
め
ら
れ
ま
す
、

す
。
年
金
は
、
あ
な
た
が
希
望
し

た
郵
便
局
や
銀
行
で
受
け
取
り
ま

す
。



国民年金

★拠出年金の種類と受給要件

年金の種類 支　　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　　 要　　　　　　　　　　　件

老　齢　年　金
保険 料を納めた期間が25年以上ある 人（制度 発足時の年 齢に応じて短縮 ）が65歳になっ たとき支給。 60歳から繰り上げ 請

求 できます。

通 算 老 齢 年 金
国民 年金に加 入した期間 と、厚生年 金や共 済組合な どに 加人した期間を合 わせて25年（年 齢に応じて短縮）以上ある 人が
65 筬になったと き支給。 60筬から繰 り上げ 請求で きます 。

障　害　年　金
最近 の１年以上（厚生年 金や共済組合などに加 入し た期間も含む）保険料を納め た人が 、病 気やけ がをして身体障害にな
っ たとき支給。こ れより保険料 を納め た期間が短かい ときは、福祉年 金制度 で救 済し ます。

毋　子　年　金 夫 と北別した妻に18歳 未満の子かお る場合 支給。ただし 、妻も年金に 入ってい て保険 料を納め た期間が１年以上あることo

準 母 子 年 金
男の子か父な ど が死亡して 、 祖母や姉などが孫や弟妹 をかかえ、母子家庭 と同様の状態に な ったとき支給。ただし 祖母
や姉 も年金に入っていて 、保険料を納めた期間が１年以 上あること。

遺　 児　年　金 父母に死別した18歳未満の子に支給o 父か毋が保険料 を納めた期間が１年（他の 公的年 金の期間を含む）以上あるこ と。

寡　婦　年　 金 老齢年 金を受 ける資格のある夫が、年 金を受けずに亡 くなったとき 支給。 60歳から65歳に なるまでの間妻に。

死 亡 一 時 金 ３年以 上保険料を納めた 人が 、年 金を受けずに死亡し たときその遺族に 支給。

”も
し
も
”の
と
き
は
最
低
一
年

私
た
ち

は

、

い
つ

ど

こ
で

、

ど
ん
な

事
故

に

会
う

か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

万
一

に
備

え
て
国

民

年

金
に

は

、
障
害

年
金

、

母
子

（
準

母
子

）
年
金

、

遺
児

年
金

が
あ
り
ま
す
、

し

か
し

、

こ

れ
ら
の

年

金

は
、
保

険
料

を
一

定

の
基

準
で

払
っ

て
お

か

な

い
と
支

給
さ

れ
ま

せ

ん
。事
故
（
け

が
や
死

亡

）

に
あ

っ
た

と
き

、
そ

れ

ま
で

滞
り

な
く

一
年
以

上
の

保
険

料
を

払
っ
て

い

る
こ
と

が
条
件
で
す
。

（
障

害
年
金

と
遺

児
年

拠出年金の改正…57. 8月分から　 倬額）

金
は
、
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
た
期
間
も
含
め
て
一
年
以
上

あ
れ
ば
よ

い
。）

こ
れ
よ
り
保
険
料
を
払
っ
た
期

間
が
短
い
と
き
は
、
福
祉
年
金
制

度
で
救
済
し
ま
す
が
、
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
「
年
金
権
は

保
険
料
で
築
く
も
の
」
と
言
え
ま

す
。

給　付　の　種　 頽 現 行 額 改 正 額

と 齢 年 金

５ 年 年 金

S
10 年 年 金

S
25 年 年 金
S

40 年 年 金

292,400円

S
343,500

S
543,300
S
869,300

304,300^'
S

357,500
S
565,500

S
904,800

障 害 年 金
１　級
２　級

675,900
540,700

703,500
562,800

母　 子　Z
ゝ準母孑塵 譱
子が1人のとき 540,700 562,800

遺 児 年 金 １ 入のとき 540,700 562,800

り

ま
す
。

こ
う
い
う
と
き
は
、

国

民
年

金
の

加
入

期

間

と

、

ば
か

の
年

金

（
厚
生

年
金

や
共

済

年
金

）
の
加

入
期

間

を

合
計
し

て
二

十
五

年

あ

れ

ば
「
通
算

老

診

年
金
」

を
受

給

で

き
ま
す

。

★福祉年金の種類と支給要件

年金の種類 支　　　　　　　　　 給　　　　　　　　　 要　　　　　　　　　 件

老 齢 福 祉 年 金 明治44年 ４月１ 日までに生まれた人が70歳になったとき 支給o

障 害 福 祉 年 金
①国民年 金制 度ができる前から一定の障害の状 態にあった 人。 ②20 歳に達する前に一定の障害の状態に なっ た人。
③国民年 金に 加入し て障害になったが、拠出制障害年金を受け られない 人（ 国民年金に加 入して１年以内 ）。

母 子 福 祉 年 金
①国民年 令制度ができる前から母子家庭になっている 人。
②国民年 金に 加入して母子になったが、拠出制母子年金を受け られたい 入（ 国民年金に加 入して１年以内 ）。

準母子福祉 年金 母卜福 祉年 金の 支給要件に準ずる祖母や 姉などに 支給。

(年 額)福祉年金の改正…57.  9 月分から

給　 付　 の　 腫　 剔 現 行 額 改 正 額

老　齢　福　祉　年　金 288,000 円 301,200 円

障害福祉年 金
１　　　 級

２　　　　級

432,000

288,000

452,400

301,200

母子・ 準母子

福 祉 年 金
子 が１ 入のとき 374,400 392,400

所

得

制

限

本人所 得（ ２ 人世帯 ）

●老齢福祉年金

●障害 福祉年金

●母子 ・準母子福祉年 金

年収

2,266,000

3,000,000

3,610,000

年収

2,384,000

3,150.000

3,610,000

扶養義務 者所得（６ 人世帯 ） 8,760,000 8,760,000

公的年 金枡給限度額 480,000 505,000

全
額
国
庫
負
担
の

福
祉
年
金

福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
が
発
足
し
た
当
時

す
で
に
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
に
拠
出
制
国
民
年

金
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
や
、
拠
出
制
国
民

年
金
の
支
給
要
件
を
満
た
せ
な
い
人
な
ど
を
対

象
と
す
る
無
拠
出
の
年
金
で
、
全
額
国
庫
負
担

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

恩
給
な
ど
他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
で
は
あ
わ
せ
て
年
額

四
十
八
万
円
（
五
十
七
年
九
月
分
か
ら
年
額
五

十
万
五
千
円
）
ま
で
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
に
一
定
限
度
額
以

上
の
所
得

が
あ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
、

国民年金 6

●
通
算
老
齢
年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

が
会
社
に
勤
め
る
よ
う
に
な
る
と

厚
生
年
金
に
加
入
し
ま
す
。
ま
た

会
社
勤
め
を
や
め
る
と
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

国
民
年
金
だ
け
で
は
二
十
五
年
の

資
格
期
間
に
た
り
な
い
こ
と
も
あ



松前街道再現

松

前
藩

の
大

名

が
江
戸

へ
参

勤

の
た

め
に
通

っ
た

道

と
は
ど

ん
な
道
な
の
か
。

地
理
学

者

、
測

量
家

だ

っ

た
伊
能

忠

敬

が
通
り

、
国

学

者

の
菅

江
真

澄

が
通

っ

た
松

前
街
道

と
は
当
時

ど

ん

な
状
態

だ

っ
た

の
か
。

今

や
道

路
は

ど

ん
ど
ん

舗

装

さ

れ

、

江

戸

時

代

を

し

の

ぶ

道

は

ほ

と

ん

ど

な

い
。

菅

江

真

澄

の

『
外

が

浜

づ

た

ひ

』

に

…

…

…

（

村

の

境

の

礼

に

蓬

田

村

と

書
ｙ

つ

け

て

あ

る

の

を

見

て

い

る

と

、

来

か

か

っ

た

人

が

『

よ

ご

み

だ

村

と

あ

り

ま

す

』

と

言

う

。

こ

の

あ

●
　
ｌ
　
　
　

よ
もき
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ

た

り

の

浦

人

は

、

蓬

を

よ

ご

み

と

い

う

よ

う

だ

。

住

ん

だ

の

は

だ

れ

で

あ

っ

た

の

か

、

大

館

の

あ

と

と

い

う

の

が

あ

っ

た

。

…

…

）

と

書

い

て

あ

る

。

夭

明

八

年

二

七

八

七

年

）

七

月

九

日

に

蓬

田

村

を

通

っ

た

の

で

あ

る

。

阿
弥
陀
川
の
正
法
院
に
円
空
作

の
仏
像
が
あ
る
。
円
空
も
松
前
街

道
を
通
っ
た
一
人
で

あ
る
。
こ
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
江
戸
時
代
の

著
名
人
が
行
き
来
し
た
道
で

あ
っ

往
時
の
松
前
街
道
の
跡
が
阿
弥

陀
川
に
残

っ
て

い
る
。
蓬
田
農
協

の
下
の
通
り
を
海
へ
向
か
っ
て
歩

い
て

い
く

と
、
海
岸
に
平
行
し
た

細

い
道
が
あ
る
。
古
老
が
言
う
に

は
、
今
は
海
に
な
っ
て

い
る
が
、

こ
の
道

の
下

に
も
道
が
あ
り
家
が

あ
っ
た
そ
う
だ
。

時
代
と
と
も
に

街
道
が
移
動

上
磯
の
道
は
時
代

と
と
も
に
移

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
縄
文
時
代

の

祀
道
か
ら
始
ま
り
、
平
安
時
代

、

鎌
倉
時
代
に
は
中
山
山
脈
の
山
際

に
も
道

が
あ
っ
た
。
海
岸
沿

い
の

松
前
街
道
を
い
っ
ご
ろ
通
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

お
そ
ら
く
水
軍
の
安
東
氏
が
活
躍

し
た
こ
ろ
か
ら
に
違

い
な
い
。

平

安
、
鎌
倉
時
代
の
山
際
の
道

は
も
は
や
な

い
。
松
前
街
道
も
海

に
浸
食

さ
れ
、
あ
る
い
は
近
代
の

道
路
と
し
て
拡
張
さ
れ
当
時
を
し

の
ぶ
場
所
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

蓬
田
城
主
で
あ
る
安
東
一
族
が

歩

い
た
道
。
松
前
藩

の
大
名
が
歩

い
た
道
。
私
た
ち
の
先
祖
が
歩

い

た
道
。
蓬

田
村
の
歴
史
を
語
る
道

で

あ
る
。
年
輩
者
か
ら
『
自
分
が

学
校

へ
通
っ
た

と
き
は
今
の
国
道

で

な
く
、
浜

の
松
林
の
中
に
道
路

が
あ
っ
た
。
』
と
聞

い
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
う

い
う
古
老
の
記
憶
を

集

め
、
村

の
地
図
に
松
前
街
道
を

再
現
し
た

い
も
の
だ
。

郷土の

歴史　№2
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蓬
田
村
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会

と
蓬
田
村
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
が

主
催
す
る
、
第
三
回
交
通
安
全
駅
伝

大
会

が
、
六
月
二
十
日
開
催
さ
れ
ま

し

た
。
こ
の
大
会
は
、
村
全
体
で
交
通
安

全
運
動
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
と
、
青

少
年

の
健
全
育
成
、
ね
ば
り
強

い
心

と
体
力

づ
く
り
を
目
指
し
て
開

い
て

い
ま
す
。
村
関
係
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
青
少
年
育

成
村
民
会
議
、
体
育
協
会
、
婦
人
会

も
大
き
く

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
各
部
落
の
子
供
会

が
ハ

チ
ー

ム
、
青
年
会
が
ハ
チ
ー
ム
。

最
初
、
青
年
会

が
役
場
前
を
午
前
九

時
三
十
分
過
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
。
空
は

駅
伝
日
和
。
子
供
会
は
午
前
十
一
時

に
四
戸
僑
を
ス
タ
ー
ト
。
小

学
生
と

中
学
生
で
構
成
し

た
八
人
の
メ
ン
バ

ー
が
、
次

々
と
タ
ス
キ
を
リ
レ
ー
し
、

沿
道
の
住
民
か
ら
一
段
と
力
の
入
っ

た
声
援
を
う
け
ま
し

た
。

交
通
量
の
す
さ
ま
じ
い
国
道
二

八

〇
号
線
で
の
大
会
と
あ
っ
て
、
蓬
田

村
交
通
指
導
隊
の
み
な
さ
ん
は
汗

だ

く
で
駅
伝
コ
ー
ス
の
安
全
を
確
保
。

み
ん
な

の
力
で
成
功
し
た
大
会

と
い

え
ま
す
。
青
年
団

が
作
っ
た
か
わ
い

い
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
も
道
行
く
ド
ラ

イ

バ
ー
に
手
渡
さ
れ
、
交
通
安
全
を

呼

び
か
け
ま
し

た
。

地
域
住
民
を
み
ん
な
巻
き
こ
み
な

が
ら
、
青
年
団

や
子
供
会
、
こ

の
大
会
に
参
加

し

た
す

べ
て
の

団
体

が
一
つ
に

な
っ
て
力
を
合

わ
せ
た
す

ば
ら

し
い
大
会
で
し

た
。

大

漁
旗

で
応

援

。

順位 チ ーム名 タ　イ　ム

青

年

会

の

部

子

供

会

の

部

１

１

蓬田 青年会 1時間18分42秒

２ 広瀬 青年会 1時間20分46秒

５ 長科 青年会 1時間23分57秒

４ 高根 青年会 1時間25分01秒
５ 中 沢青 年会 1時間26分09秒

6 郷沢青 年会 1時間27分08秒

７ 瀬辺地青年会 1時間28分04秒

穏

]L

阿弥陀川青年会

瀬辺地子供会

1時間33分35秒

37分55秒

２ 阿弥陀川子供会 38分15秒

了 郷 沢子供会 39分12秒

４ 広瀬 子供会 40分00秒

昌 長科 子供会 40分20秒

(6 蓬田 子供会 40分35秒

了 高根 子供会 41分38秒

Ｂ 中 沢 子供会 42分05秒

駅伝大会

第
３
回
交
通
安
全
駅
伝
大
会

成　績　表
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愛
の
献
血
あ
り
が
と
う

今
年
四

月

、
日

赤
青

森
県
支

部

で

は
県

か
ら

血
液

事
業

の
移
管

を

受
け

、

青
森

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ

ー
を

開
設
し

ま
し

た
。

人
間

尊

重

に
根

ざ
し

た
活
動

を

続
け

る
赤

十
字

に

と
っ

て
、

こ
の

事
業

は
意

義
あ

る

も
の

で
す
。

交

通

事
故

や
災

害
の
多

発

、
医

学

の
進

歩
に
よ

り

、
輸

血
用

の
血

液

は
年

々
使

用
量

が
増
え

て
き

ま

し

た
。

血
液

セ

ン
タ
ー

で
は

、
毎

日
三

台

の
移
動

採

血
車

を
走
ら

せ

献

血
者

の
確

保
に
努

め
て
い
ま

す
。

村
民

の
皆

さ

ん
も
献

血

に
出

か
け

た
り

、
家

族

の
手
術

の
際

、
献

血

者

の
お
世

話

に
な
っ

た

こ
と

が
あ

る

と
思

い
ま
す

。

県民の生命は
県民の献血で

献血は

16歳 から

64歳 まで

献
血
で
き
る
年
齢
は
満
十
六
歳

以
上
、
六
十
四
歳
ま
で
で
す
。
体

重
は
男
性
が
四
十
五
丿
以
上
、
女

性
が
四
十
丿
以
上
。
前
回
の
献
血

か
ら
一
か
月
以
上
過
ぎ
て

い
て
、

現
在
病
気
な
ど
で
薬
を
飲
ん
で
い

な
い
健
康
な
人

が
対
象
で
す
。

献
血
の
前
に
は
医
師
が
血
圧
渕

定
、
問
診
を
行

い
、
検
診
に
合
格

し
た
人

が
献
血
で
き
ま
す
。

四
月
二
十
日
に
役
場
前
で
献
血

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
方

が
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
愛
の
献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

血液検査
サービス

献血で

健康状態 を

把握できます

献
血
を
し

た
方
に
は
、
病
気
の

早
期
発
見
と
予
防
に
役
立
つ
血
液

検
杳
を
サ
ー

ビ
ス
し
て
い
ま
す
。

後
日
検
査
成
績
書
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
の
で
、
保
管
し
て
お
く
と
長

期
に
わ
た
り
、
自
分
の
健
康
状
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査

項
目
は
次
の
七
種
類
で
す
。

①
血
清
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ

②
ア
ル
カ
リ
フ
ォ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ

③
総
た
ん
ぱ
く

④
ア

ル
ブ
ミ
ン

⑤
ア

ル
ブ
ミ
ン

ー
グ
ロ
ブ
リ
ン
比

⑥
尿
素
窒
素

⑦
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

以
上
の
検
査
で
、
じ

ん
臓
、
か

ん
臓
、
高
血
圧
な
ど
の
症
状
が
わ

か
り
ま
す
。

回
４
月
の
献
血
者

▼
中
沢
　

工

藤

匸

一
三

▼
長
科
小
鹿

秀
敏

・
松
本

栄
徳

・
小

鹿

重
一

▼
阿
弥

陀
川

八
戸

幸
子

・
森
　

久
美
子

・
八
戸

智
賀

雄

川
内

義
光

１
八
戸

ゆ
き
子

・
川

内
俊
明

池
田
　

満

・
森
　

淳
一

・
　

村

上
誠
詔

村
上
　

譲

▼
蓬
田
室
谷

春
男

・
細

谷
　

仁

・
村
上

与
志

一

工

藤
三
男

・
武
井

金
治

▼

郷
沢

工

藤
義
則

・
福

士
と
み

え
・
畠

山
喜

美
雄

中

川
　

尊
・
中

川
　

環

・
高

田
重
義

▼
瀬

辺
地
　
　

越

田
希
悦

・
飯

田
伝
四

郎

▼

高
根
　
　
　

稲

葉
博
文

・
八

幡
ア
イ

子

八

幡
敏

雄
・
八

幡
一
郎

・
八

幡
健

一

八

幡
久

雄

▼

蓬
田

村
役
場

坂
本

勝
教
・
米

村
昭
子

・
佐

井
修

次

工

藤
義
正

・

佐
井
一

夫
・
越

田
茂

弘

浜
田
　

亮
・

坂
本
　

勲
・
芳

賀
　

作

山
館
輝

久

・
武
井
次
子

・
小

野
　

勝

久
慈
義

明

・
小

鹿
義

箟

・
八

幡
春

夫

本
村
先

雄

・
古
川
正

隆

・
坂
本
美

智
子

工

藤
正

人

・
青
木
露

子

・
青

木
　

実

青
木

昭
信

・
柿
崎
真

人

・
佐
井
良

百
生

大
川

誠
治

・
越
田
　

守

・
小

松
生

佳

田
中
　

武

・
小

鹿

秀
子

▼
村
外

か
ら

本
村
　

章
（
平

舘

）
・
千

田
　

久
（
蟹

田

）

石
岡

公
正
（

蟹
田

）
・
藤
田
良

一
　（
左

堰

）

日
本
が
戦
後
新
し

く
生
ま
れ
か
か

っ
た
と
き

、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の

基
本
的
人
権
の
擁
護
が
叫

ば
れ
ま
し

た
。こ
う
し

た
背
景
の
も
と
に
、
昭
和

二
十
六
年

六
月
一
日

、
人
権
擁
護

委

員
法
が
施
行
さ
れ
、
民
間
人
に
よ

る

人
権
擁
護
委
員

が
誕
生
し
ま
し

た
。

日
常
生
活
の
中
で
親
子
の
こ
と
、

夫
婦
の
こ

と
、
金
銭
貸
借

ふ

旧
地
・

借
家
の
こ

と
、
名
誉
信
用
の
問
題

、

戸
籍
や
相
続
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

私
た
ち

の
村
に
は
、
村
長
か
ら
推

せ
ん
さ
れ
て
、
法

務
大
臣

が
委
嘱
し

た
三

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

保健婦

です

ヨロシク

●
坂
本

繁

男

（
中

沢

・

電

話
三
つ（

）

●
清

水

信

造

（
蓬

田

・

電

話

言

三

）

●
本

村

金

助

（
瀬

辺

地
・
電

話
一
三

二
）

人
権
問
題
は
、
人
に
知
ら
れ
た
く

な
い
、
知
ら
れ
て
は
困
る
こ
と
が
多

い
と
思

い
ま
す
。
事
件
が
世
間
に
知

れ
る
と

い
う
心
配

が
あ
る
と
、
相
談

せ
ず
に
泣
き
寝
入
り
す
る
場
合

が
で

て
き
ま
す
。

そ
こ
で
委
員
に
は
、
秘
密
を
守
る

くらしのページ

義
務
が
あ
る
の
で
す
。
事
件
の
調
査

に
あ

た
っ
て
は
加
害
者

ぽ
か
り
で
な

く
、
被
害
者
そ
の
他
関
係
人
の
話
も

出
て
き
ま
す
。
こ
う

い
う
秘
密
を
も

ら
す

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

秘
密
が
守
ら
れ
て

こ
そ
、
安
心
し

て
相
談
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
そ
れ
ら

の
人
々
の
名

誉
や
信
用
を
傷
つ
け
な

い
で
す

む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
委
員
は
自
宅

で
も
相
談
を
受
付
け
し
ま
す
か
ら
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

・ 氏名　　 坂本美智子(23歳)

・ 現住所　蓬田村大字中沢

・ 村の印象・抱負

老人憩の家での健康相談(血

圧測定) では、高齢のわりに

元気な人たちが多いと感じま

す。

村のことをよく知り、健康

な生活への援助をしていきた

いと思っています。

・ 趣味　　 読書

麈担当地域　 郷沢り頼辺地・

広瀬・高根地区を訪問し

ます。気軽に声をかけて

くださいＯ

一人で悩まずに

人権相談　総務課

暮らしのページ

秘
密
を
守
り
ま
す

1
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発
病
率
高
い
４
０
歳
代

子
宮
が
ん
に
は
、
す
ぐ
入
口
に

が
ん
が
で
き
る
衛
が
ん
と
、
奥
に

で
き
る
体
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
日

本
人
に
多

い
の
は
頸

が
ん
で
、
体

が
ん
は

Ｉ
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し

か
も
頸
が
ん
は
早
期
発
見
さ
れ
や

す
く
、
し
た
が
っ
て
完
全
に
な
お

り
や
す

い
の
で
す
。

子
宮
頸

が
ん
の
進
行
状
態
と
手

術
に
よ
る
治
癒
率
を
み
る
と
、
０

－

Ｉ
期
の
早
期
に
み
つ
け
て
手
術

す
れ
ば
百
足
な
お
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

子
宮

が
ん

が
あ
る
程
度
進
行
す

る
と
出
血
し
ま
す

が
、
色
は

ご
く

う
す
い
ピ
ン
ク
か
褐
色
ぐ
ら

い
で

す
。
し

か
し

、
ば
ん
と
う
の
初
期

の
が
ん
は
な
ん
の
症
状
も
な
い
も

の
で
す
。
や
は
り
毎
年
の
定
期
検

診
が
も
っ
と
も
有
効
で
す
。

定
期
検
診
は

三
十
歳
代
か
ら

発
病
年
齢
に
つ

い
て
は
、
統
計

上
四

十
歳
代

が
も
っ
と
も
多
く
、

つ
い
で
五
十
歳
代
、
三
十
歳
代
と

い
う
順
で
す
。
で
す
か
ら
、
三
十

歳
代
か
ら
の
検
診
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
子
宮
が
ん
は
ま
れ
に
未
婚
女
性

に
も
発
生
し
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

子宮がん

既
婚

女

性
で
す

。

さ
ら

に
未

産
婦

よ

り
多

く
お

産
を
し

た

女
性

に
発

生
率

が
高
く

な
っ

て

い
ま
す
。

が

ん
が
遺

伝

と
関
係

あ

る
と
考

え
て

い
る
人

が

い
ま

す

が
、

ほ
と

ん

ど

関
係

あ

り
ま
せ

ん
。

今

年
四

月
二

十
八

日
実

施
し

た

当
村

の
子

宮

が
ん

検
診
を
み
る
と
、

子
宮

が
ん
の
発

生
年

齢
で

あ

る
三

十
代

か
ら
五

十

代

の
受
診

者

が
多

く

、
良

い
傾
向

で
す

。
し

か
し

、

年
代

別
女

性

の
総
数

に
比

較
す

る

と
、

一
割

に
も

な
り

ま
せ

ん
、

死

亡
数

が
多

く
な

る
六

十
筬
以

上

の

受

診

者

が
少
な

い
こ

と
は

大
き

な

問
題

で
す
。

年

を
と

っ
て

も
子
宮

が
ん
に

な

る
こ

と
を

考
え

、
お

姑
さ

ん
、

お

嫁

さ

ん
さ

そ

い
あ

っ
て

検

診
を
う

け

ま
し

ょ
う

。

鹸 繼 ま 匹

･固　　　　　　　　……･･
゛･?．　　　　　　　　　　　　　’’’

宮 宮　　　　一 子宮頸部

竒 禁　　　　　　子宮頸がん

ん　　　　　　　膣

子宮の模 式図

年　齢 受診者数⑤ 細 の女性人口⑩ A/B

30～39 歳 12人 268人 4.4%

40 ～49 歳 26人 335人 7.7％

50～59 歳 30人 287人 10％

60 ～69 歳 4人 243人 1.6％

70 ～79 歳 O人 1対人

80 ～89 歳 O人 47人

90 歳以上 O人 4人

計 72人 1,328人 ５％

S 57. 4 .28実施

●
ピ
カ
ソ
陶
芸
展

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、
夏

休
み
の
間
、
郷
土
の
自
然
、
考
古
、

歴
史
、
民
俗
、
産
業
に
つ
い
て
相
談

室
を
設
け
ま
す
。
専
任
の
係

が
相
談

に
応
じ
ま
す
、

●
期
間
　
七
月
二

〇
日
か
ら

八
月
三

十
一
日
ま
で

船
絵
馬
で
、
昔
の
海
運
の
よ
う
す

や
船
の
形
態
・
海
上
信
仰
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

●
展
示
資
料
　

約
百
点

●
期
間
　

九
月
一
日
か
ら

九
月
二
十
九
日
ま
で

旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
は
、
津
軽

海
峡
に
か
か
お
り
を
も
っ
て
生
き
て

き
た
こ
と
が
、
先
史
時
代
の
発
掘
資

料
に
よ

り
明
ら
か
で
あ

る
。
文
化
交

流
や
海
洋
気
象
学
的
方
面
も
合
わ
せ

た
講
演
会
を
開
催
す
る
、

●
時
期
　

十
月
下
旬

回
　
県

立
郷
土
館
は
、
青
森
県
の
歴

史
・
産
業
・
文
化

の
う
つ
り
か
わ
り

を
示
す

資
料
を
展
示
し
、
ふ
る
さ
と

の
過
去
を
語
り
、
現
在
を
考
え

、
未

来
を
展
望
す
る
広
場
で
す
。

くらしのページが

県立郷土館

行事案内

保健婦だより

●
郷
土
の
学
習
相
談
室

県
内
の
大
規
模
開
発
・
道
路
整
備

工
事
に
伴
い
、
た
く
さ
ん
の
遺
重
な

遺
跡

が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
中

の
代
表
的
遺
物
や
発
掘
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

●
展
示
資
料
　
約
百
点

●
期
間
　

七
月
二
十
五

日
か
ら

八
月
二
十
五

日
ま
で

●
郷
土
の
遺
跡
展

世
界

の
巨
匠
・
ピ
カ
ソ
の
生
誕
百

年
を
記

念
し
て
開
か
れ
る
特
別
展
で

す
。

ピ
カ
ソ
は
晩
年
、
数
多
く
の
陶

芸
作
品
を
創
作
し

ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
一
八
六
点
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
　
七
月
十
八
日
ま
で

●
船

絵

馬

展

●
津
軽
海
峡
と
先
史
文
化
講
演
会

縄
文
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、

わ
が
国
の
各
時
代
、
各
分
野
に
わ
た

る
特
色
あ
る
美
術
品
を
展
示
紹
介
し

ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
「
日
本
の
美
」

●
展
示

資
料
　

埴
輪
、
陶
芸
品
。

漆
芸
品

、
書
画

な
ど
約
百
点

●
期
間
　
十
月
九
日
か
ら

十
一
月
十
日
ま
で

●
東
京
国
立
博
物
館
巡
回
展

図式模の宮子



私

た
ち

の
周

り

に
は

、
障

害
を

持
ち

な

が
ら

、
そ

れ
を

の
り

こ
え

て

仕
事
に

つ
き

社
会

に
参

加
し

て

い
る
人

た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

さ

ら
に
、

社
会

参
加

を
目

指
し

努

力
し

て

い
る
人

々
も

い
ま
す

。

昨

年

は
国

際

障
害
者
年
で
し
た
。

障
害

を
持

つ
人

々
を

含
め

て
、
す

●会　長　坂本豊道

●副会長　中村賢逸・久慈豊治

●理　事　藤田喜勇一･泉勘太郎･坂本武四郎

青木豊四郎・八戸藤松・本村松雄

福田専一・森　繁夫・小川新一

八幡樫太郎

●監　事　広田俊光・福井一衛・木村円次郎

●会　計　木戸喜代作

残
さ
れ
た
能
力
を

活
か
し
た
い

べ
て

の
大

が
と
も

に
平

等
に

生
き

る
と
は

ど
う

い
う

こ

と
か
を

考
え

さ
せ
ら

れ

た

。一
年
で
す

。

わ

が
村
で
身

体

障
害
者

手

帳

の

交

付
を

受
け

て

い
る
人

は
百

十
三

人
。

そ

の
仲

間
た

ち

が
一
つ

に
な

っ

て
結

成
し

た
の

が

ご
逢
田

村
身

体

障
害

者
福

祉
会

″
で
す

。

こ
の

会
で

は
、

①
本

人

が
持

っ
て

い
る
残

さ

れ
た

能

力

を
活

か
す

こ
と
。

②
心

を

障
害
者

に
し

な

い
こ

と
。

③
仲

間

た
ち

が
地
域

の
中

で

、
心

た
の
し

い
つ
き
あ

い
を
し
て

い

く
こ
いと
。

を
目

標

に
し
て

い
ま

す
。

現

在
会

員

は
七

十
二

人
。

六
月
二

日

の
総

会

で
は

、
五

十
七

年
度

の
役
員

選

出

、
事

業
計
画

な

ど
を
審

議
し

ま

し

た
。
こ
こ
二

、
三

年

の
わ

が
村

の
傾

向

は
、

脳
卒
中

後
遺

症
に

よ

る
認

定

が
増
え

た
こ

と
で
す
。
心
臓
病
、

聴
覚

の
障

害
も

増
え

て

い
ま
す

。

五
十

六
年
度

は

十
二

人

の
新
規

認

定

が
あ
り

ま
し

た
。
全
国
的
に
は
、

交

通

事
故

に
よ

る
若

い
人

の
障

害

者

が
増
え
て

い
ま

す
。

当

村

の
福

祉
会

で

は
、

今
後

自

分
た

ち

の
生
活

環
境

を
き

め
こ

ま

か
く

点
検
し

、
暮

ら
し

や
す

く

、

隣
近
所

だ
の
し

い
つ

き
あ

い

の
で

き
る

地
域

に
し

よ
う

と

橲
憔
的

で

す

。
。
障
害

者
を

も
包

み
こ

ん

だ
村

づ
く

り

″
を

、
行
政

も
地

域
住

民

も

と
も

に
考
え

た

い
も

の
で
す

。

現
在
は
村
内
、
村
外
、
県
外
か
ら
も

多
く
の
人

が
訪
れ
、
こ
の
小
屋
を
利

用
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
山
岳
遭
難
訓

練
、
山

の
清
掃
、
県
内
の
遭
難
救

助
（
主
に

八
甲
田
山

）
に
幾
度
も
参
加
し
て

い

ま
す
。
会
で
は
今
年
か
ら
、
大
倉
岳
か
ら

赤
倉
岳

へ
の
登
山
道

の
新
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
大
倉
岳
か

ら
桍
腰
岳
へ
の
登
山
道
も
整
備
す

る

予
定
で
す
。

毎
年

の
行
事
と
し
て
大
倉
岳
登
山
、

月
見
山
行
、
県
外

へ
の
山
行
が
あ
り

ま
す
。
山
の
好
き
な
人
、
山
に
少
し

で
も
関
心
の
あ
る
人
、
初
心
者
、
女

性
の
み
な
さ
ん
大
歓
迎
で
す
、
入
会

希
望
者
は

ぜ
ひ
連
絡
願

い
ま
す
。

回
連
絡
先
（
電
話
2
1
1
1

番

）

蓬
田
村
役
場
内

大
倉
山
好
会
事
務
局
　
浜
田
亮

大倉岳頂上のほこら

万ち７年度の役員=

仲間の広場 1

2

山の好きな人

募集中

大 倉 山 好 

会

仲間の広場

蓬田村身体障害者福祉会

大
倉
山
好
会
で
は
、
村
内

に
住
む

山
歩
き
の
好
き
な
人
を
募
集
し
て

い

ま
す
。
会
は
今
年
で
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち
の
山
行

以

外
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

き
ま
し

た
。

そ
の
一
つ
は
、
昭
和
五

十
年
の
大

倉
避
難
小
屋
建
築
計
画
で
す
。
翌
年

三
月
か
ら
会
員
全
員
で
荷
揚
げ
作
業

を
始

め
ま
し
た
。
土
曜
、
日
曜
は
も

ち
ろ
ん
、
平

日
夜
を
徹
し
て
の
結
果
、

十
一
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。



４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

●
東
郡
身
障
福
祉
連
合
会

総
会
（
青
森
市

）

●
役
員
会
（
役
場
）

●
東
郡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
打

合
せ
会

●
蓬
田
村
身
障
福
祉
会
総

会
（
老
人
憩
の
家
）

●
役
員
会

●
巡
回
診
査
（
耳
鼻
科
・

眼
科
・
内
科
・
整
形
外

科
）（
６
月

～
７
月
）

●
東
郡
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
会
場
・
平
内
町

）

●
東
郡
身
障
連
理
事
会

●
東
郡
福
祉
大
会

９

月

1
0月

１１

月

３

月

●
県
身
障
福
祉
大
会

●
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
県
社
会
福
祉
大
会

●
役
員
会
（
役
場
）

●
役
員
会
（
役
場
）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

視　 覚　 障　 害 ３ 人 １ 人 人 ３ 入 ２ 入 ４ 入 13 人

聴､覚平衡機能障害 ５ ７ １ ８ 21

有 声言語機能障害

肢 体 不 自 由 ３ 13 １１ 18 17 ８ 70

内　　部　|卓　 害 ４ ３ ２ ９

計 10 19 21 24 19 20 且3

ふるさとの信仰

庚 申 様

村

は
ず

れ
に

「

庚
申
」

と
刻

ん

だ
石

塔
を

み
か

け

る
。

「

コ
ウ

シ

ン
サ

マ
」

と
呼

ば

れ
る
神

が
ま

つ

ら
れ

て

い
る
。

旧
暦

の

庚
申

（

カ
ノ

エ
サ

ル

）

の
日

は
、

六
十
日

に

一
回
ま

わ
っ

て

く

る
。

人
の
体

内
に
は
三

戸（
サ

ン
シ

）
と

い
う
虫

が
い
て

、
庚
申

の
晩
に

大

が
眠

る
と
体

内

か
ら
抜

け
出

し

、
天

の
抻

に
そ

の
人

の
罪

過

を
告

げ
る

。
そ

の
た

め
に

大
は

寿
命

を

縮
め

ら

れ
る
と

い
う
。

そ
れ

で
庚

申
の
夜

は
三

戸

の
虫

が
抜

け
出

さ

な

い
よ

う

に
、
村

中

徹
夜

で
料

理

や
酒
を

持
ち

よ
り

健

今年６月に案内板をたてました。

康
長
寿
を
祈
っ
て
起
き
て
い
る
。

村
人
が
と
も
に
酒
を
飲
み
か
わ
し

語
り
合
う
こ
と
か
ら
、
連
帯
意
識

も
う
ま
れ
た
。

三
戸
の
説
は
中
国
の
道
教
の
教

え
が
底
流
に
あ
り
、
こ
れ
に
仏
教

的
信
仰
が
加
わ
っ
て
、
庚
申
塔
の

造
立

が
始
ま
っ
た
。

■
写
真
は
蓬
田
村
大
字
中
沢
の

庚
申
塔

ふるさとの信仰1

3

蓬田村の身体障害者認定状況

今
年
の
事
業
計
画



後
に
続
く
者
た
ち
へ

ヤ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
う
こ

と
で
、
明
る
い
材
料
を
探
し
た
の

で
す

が
見
あ
た
ら
ず
、
不
安
に
思

う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
考
え
、
筆

を
と
り
ま
し
た
。

我
々
青
年
団
は
、
多
か
れ
少
な

か

れ
農
業

に

た
ず

さ
わ

っ
て

い
る
。

そ

の
農
業

が
二

年
続
き

の
冷
害
で
、

さ
ら

に
将

来

の
不

安

を
助

長
し

て

い
る
よ

う

な
気

が
す

る
。

ま

た
青

年
団

の
人

数
不

足
は

、
自

然
消

滅

を
思

わ
せ

る
よ
う

な

人
数
不

足

で

ね
え
　

じ

い
ち

ゃ

ん

ぼ
く
　

小

さ

い
こ
ろ

い
つ
も

じ

い
ち
ゃ

ん
に

甘

え
て

い
た

ね
。

じ

い
ち

ゃ
ん

の
優
し

さ
は

昔

か
ら

全
然

変

わ
っ

て

い
な

い
。

変
わ

っ
た

の
は

病
気

が
多

く
な

っ
た

の
と

ひ

げ
が
白

く
な

っ
た

こ
と
。

ぼ
く

は
こ

れ

か
ら

働
き

ざ

か
り
に

な

る

じ

い
ち

ゃ
ん

は
だ

ん
だ

ん

年

老

い
て

ゆ

く
。

悲
し

い
ね

さ

び
し

い
ね

ど
う
し

て
人

は

年

を

と
る

の
？

ど
う
し

て
人

は

死

ん
じ

ゃ
う

の
？

わ
か

ら
な

い
ね

つ
ら

い
こ

と
だ

ね
。

ね
え
　

じ

い
ち

ゃ
ん

起
き

て
よ
　

じ

い
ち

ゃ

ん

ほ
ら

今
日

も

天
気

が
い

い
よ

。

起

き
て

ま
た
話

を
聞

か
せ
て
よ
。

い
つ
も

の
よ
う

に

笑

っ
て
よ

。

か
す

れ

た
声
で

話
し

て
よ

。

ね
え
　

じ

い
ち
ゃ

ん

い
つ
も

の
よ
う

に

…
…

。

版画製作　坂本能婦子

談話室

ヤング

メッセージ

1

4

こ
ど
も
文
芸詩

じ

い

ち

ゃ

ん

蓬
中
三
年
・
稲
葉
民
人

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
感
じ

る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

農
業
と
青
年
団
と
の
関
係
は
、

今
ま
で
の
歴
史
か
ら
み
て
も
、
切

っ
て
も
切
れ
な
い
密
接
な
関
係
に

あ
る
と
思
う
。
だ
が
、
最
近
の
傾

向
と
し
て
会
社
勤
め
が
増
え
、
地

元
で
農
業
を
や
っ
て

い
る
若
者
、

ま
た
地
元
に
勤
め
て

い
る
若
者

が

中
心
に
青
年
団
活
動
を
し
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が

近
い
将
来
に
、
今
ま
で
の
よ
う
な

活
気
の
あ
る
活
動
が
成
り
立
つ
か

と
い
う
不
安
を
感
じ
る
。

他
県
で
は
、
農
業
青
年
か
ら
勤

労
青
年
に
変
化
し
て
き
て
い
る
と

聞
く
。
そ
れ

が
我
々
の
村
に
あ
て

は
ま
る
か
ど
う
か
と
言
え
ば
、
疑

問
も
あ
る
。
結
局
は
農
業
青
年
が

中
心
に
な
っ
て
、
当
面
は
こ
の
ま

ま
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
農

業
は
た
い
せ
つ
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
青
年
団

、
農
業
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
ろ
う
と
も
我
々
は
後
に
続

く
も
の
へ
の
道
し
る
べ
と
し
て
こ

の
活
動
を
残
す
こ
と
が
、
今
お
か

れ
て
い
る
立
場
の
大
き
な
課
題
だ

と
思
う
。

談話室

｢まごと祖父｣



広
瀬
部
落
に
母
親
ク
ラ
ブ
が
発

足
し
だ
の
は
六
年
前
で
す
。
会
員

六
十
人
。
保
育
園
か
ら
中
学
二
年

生
ま
で
の
親
子
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
私
か
母
親
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
な

っ
た
の
は
、
今
年
の
四
月
で
す
。

自
分
が
会
を
ま
と
め
た
り
、
指
導

す
る
立
場
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め

て
母
親
ク
ラ
ブ
の
重
要
さ
を
感
じ

て

い
ま
す
。

発
足
当
時
は
連
合
か
ら
の
事
業

を
や
っ
て
一
年
を
過

ご
し
た
よ
う

母親クラブ通信⑥
広瀬母親クラブ

会　長

蝦名アチ子

で
す
。
六
年
間
に
会
長
を
引
き
受

け
た
の
は
私
で
三
人
め
で
す
。
み

ん
な
が
そ
れ
な
り
に
一
生
懸
命
活

動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ

れ
ま
で

の
事

業
内

容
を

紹
介

す

る
と

、
親

子
体
力

づ
く
り

と
し

て

母
と
子

の

歩
く
会

、

ゲ
ー

ト

ボ

ー

ル
大
会

な

ど

が
思

い
出
さ

れ
ま

す
。親
と
子

が
和

を
深

め

る
集

い
と

し

て
、

映
画

の
会

、
ク
リ

ス

マ
ス

会

、
母

と
子

の
お

や
つ

作
り

な

ど

を

開

い
て

い
ま
す
。

ク
リ

ス

マ
ス

会

に
は

、
親
子

で

も
ち

つ
き

を
し

た

り

い
ろ
い

ろ
く

ふ
う

を
し

て
、

会
員

一
同

協
力
し

て

い
ま
す
。

奉

仕
活

動

と
し

て

、
母

親

ク
ラ

ブ

と
千
供

会

が

い
っ
し

ょ

に

な
っ

て

、
空
き

缶
回

収

を
し
て

い
ま
す

。

こ

の
事
業

も
三

年

め
で
す

が
気

が

つ

い
た
こ

と

は
、

ゴ
ミ
捨

て
場

で

な

い
と
こ

ろ

に
、
よ

く

ゴ
ミ

が
捨

て
ら

れ
て

い

る
こ

と
で
す

。
母

親

ク
ラ

ブ
と

子
供

会
で

は

、
部
落

の

各
班

に

ゴ
ミ
入

れ
用

の

カ
ン
を
取

り
付

け
て

い
き

た

い
と
考

え
て

い

ま
す
。

今
の
子
供
は
何
事
に
対
し
て
も

あ
き
や
す
く
、
つ
ら
い
こ
と
や
苦

し

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
簡
単
に
そ

れ
を

。
や
め
る
”
こ
と
で
、
物
事

を
解
決
し
よ
う
と
し
ま
す
。

保
育
園
か
ら
中
学
二
年
ま
で
の

活
動
を
通
し
て
、
蓬
田

の
子
供
た

ち
に
は

。
継
続
″
す
る
こ
と
の
重

要
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の

で
す
。
今
後
、
健
康
で
思
い
や
り
の
あ

る
広
い
心
を
持
っ
た
子
供
、
何
事

に
も
が
ん
ば
り
の
き
く
子
供
、
そ

ん
な
子
供
を
育
て
あ
げ
る
よ
う
な

母
親
ク
ラ

ブ
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

山
車
を
観
る
向
か
い
の
列
に
初
恋
の

人
が
両
手
に
　
子
を
連
れ
て
お
り

ふ

年

旧

り

て

逢

ふ

朷

恋

の

ひ

と

な

れ

ば

わ
　
　
　
　
　
　ほ

た

が

い

に

詫

び

て
　

爬

か

に

愉

し

春
や
む
か
し
我
に
初
め
て
恋
す
て
ふ

文
く
れ
し
人
　

ま
さ
き
く
あ
り
や

出

か
せ

ぎ

の

父

蓬
中
３
年
・
飯
田
美
架

私
の
父
は
出
稼

ぎ
で
あ

る
。
北
海

道
の
方
で
働

い
て

い
る
。
家
に
帰
っ

て
く
る
の
は
お
盆
と
正
月

ぐ
ら

い
。

家
に

い
る
日
が
少
な
い
の
で
、
近
く

の
友
だ
ち
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
家

に
じ
っ
と
し
て

い
る
こ
と
は
あ
ま
り

な

い
。
で
も
私
の
父
は
や
さ
し

く
て

働
き
も
の
の
尊
敬
で
き
る
父
で
す
。

お
盆

や
正
月
に
父
が
帰
っ
て
く
る

と
、
家
の
中

が
明
る
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
父
で
す
か
ら
毋
と
も
け
ん
か

せ
ず
、
と
っ
て
も
仲

が
よ
い
の
で
す
。

体
に
悪

か
ら
タ

バ
コ
と
酒
を
や
め
ろ

と
言
っ
た
ら
、
全
然

の
ま
な
く
な
り

ま
し

た
。
私
は
三
人
き
ょ
う

だ
い
の

一
番
下
な
の
で
、
父
は
や
さ
し
く
し

て
く
れ
る
。
母
は
甘
や
か
し
て
育
つ

と
い
け
な

い
か
ら
と
て
も
厳
し

い
。

で
も
、
と
っ
て
も
や
さ
し
い
と
き
も

あ
る
。
と
き
ど
き
毋
は
、
お
も
し
ろ

い
こ
と
を
し

た
り
話
し
て
く
れ
る
。

友

だ
ち
に
お
し
え
る
と

『
ほ
ん
と
』

と
言
っ
て
お
も
し
ろ
が
る
。

父
は
私
か
小
さ

い
と
き
か
ら
、
い

ち

ば
ん
か

わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

北
海
道
で
働

い
て

い
て
も
、
電
話
を

よ
こ
す
の
で
う
れ
し
い
で
す
。
父
は

私
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
で
、

あ
ま
り
む
だ
づ
か

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
つ
い
む
だ
づ
か
い
を
し
て
し

ま

う
の
で
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
な
お

し
ま
す
。

空
カ
ン
回
収
三
年
め

が
ん
ば
り
の
き
く
子
供
に

継
続
で
き
る
力
を

折
々
の
歌

1

5

談話室

と

つ

ち

や

元

気

で

す

か

出
稼
ぎ
文
集
「
こ
こ
ろ
」
よ
り
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こ
の

販
売
方

法

は
、
新

製

品
普

及

に
名

を
借
り

て

、
閉
鎖

的
環

境

で
特

殊

な
雰
囲

気

を
作
り

、

弁
舌

巧

み
に
商

品
を

無

料
配

布
し

、
参

加
者

を
催

眠
的

状
態

に
し

ま
す

。

最

初
か

ら
、

ほ
ん

と
う

は
何

を
売

り

に
来

た
の

か
言

い
ま
せ

ん
。

生

活
用

品
を

あ

れ
も
こ

れ
も

と

婦

人
た

ち
に

た
だ

で
与
え

、
最

後

に

『
ほ

ん
と
う

は

こ
れ

を
販

売
に

来

た
の

で
す
。
』
と

、
高
価

な
商

品

を
衝

動
買

い
さ
せ
ま
す

。

新
製

品

の
頭

文
字
Ｓ

と
普

及
会

の
Ｆ

を

と

っ
て
Ｓ

Ｆ
商

法

と

い
い
ま
す

。

必
要

な

い
も

の
で
あ

っ

た
ら

、

は
っ

き
り
断

れ

ば
よ

い
の

で
す
。

た

だ
で
品
物

を

た
く

さ
ん

も
ら

っ

た
手
前

、
断

り

き
れ

ず
に
買

っ
て

し

ま
う

例

が
あ

り
ま
す

。

戸籍の

窓　 口
(蓬田村の人口:4,455. 人)

４月 ・５月受付分

久慈　知恵　（公明・長女）

川崎　信也　（国光・２男）

太田　絢子 （ｲ言雄・長女）

森　　倫子　（喜寿郎・長女）

森　　大輔　（光秋・長男）

斉藤　　光　（茂徳・長男）

坂本亜希手　（登　・長女）

川崎　秀瞶　（勝則・２男）

吉崎　　緑　（博　・長女）

福浦　　望　（務　・２女）

八戸　悟志　（隆三・長男）

飯田亜衣子　（敏彦・長女）

う
ま
い
話

に
は
注
意
す

る
こ
と
。
自

分
の
気
持
ち

や
態
度
を
は

申
込
み
を
し
な
い
の
に
商
品
を

勝
手
に
送
っ
て
き
て
、
返
品
の
意

思
を
示
さ
な
い
と
、
購
入
を
承
諾

し
た
も
の
と
し
て
代
金
を
請
求
し

て
く
る
販
売
方
法
を
ネ

ガ
テ
ィ
ブ

オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
代
金
を
支

払
う
必
要
も
商
品
を
返
送
す
る
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

商

品

が
送
ら

れ
て

き
て

か
ら

三

か
月
（

商
品

の
引

き
取

り
を

販
売

業
者

に
請

求
し

た
と
き
は
、

そ

の
日

か
ら

一

か
月

）
を
経

過

す

れ

ば
自
由

に

処

分
で

き
ま
す

。

た
だ
し
、
保
管
期
間
中
に
商
品

を
使
う
と
購
入

の
承
諾
と
み
な
さ

れ
代
金
請
求
を
さ
れ
ま
す
。
家
庭

の
主
婦
は
特
に
注
意
し
、
家
族
に

も
知
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

買
物
に
よ
る
苦
情
は
、
本
来
買

い
手
の
消
費
者
と
売
り
手
の
事
業

主
が
直
接
話
し
合
っ
て
解
決
す
べ

き
も
の
で
す
。
苦
情
が
あ
る
と
き

（佐々木　孝　（青森市）

本間美佐子　（蓬田）

（木村　峰雄　（青森市）

田中セッ子　（瀬辺地）

（鳴海　修一　（青森市）

工藤　俊子　（蓬田）

（広田　昭弘　（長科）

海藤　弘美　（北海道）

（八幡　修一　（高根）

榎本みすづ　（愛知県）

（高田　忠雄　（郷沢）

大貫　文子　（神奈川県）

（大島　重義　（北海道）

田中　純子　（広瀬）

（大塩　　徹　（神奈川県）

木戸まり子　（瀬辺地）

（工藤　修司　（名川町）

越田　優子　（瀬辺地）

（小松　靖人　（蓬田）

荒木きよえ　（新潟県）

（三上　善彦　（市浦村）

細谷美智子　（蓬田）

（久慈　孝俊　（瀬辺地）

三上あけみ　（岩木町）

（福井　信治　（郷沢）

今内　正江　（東京都）

は
、
ま

ず
買

っ
た
店

、
取

り

扱
っ

た
店

と

直
接

話
し

合
っ
て

み

る
こ

と

が
必
要

で
す

。

と
こ

ろ

が
、
話
し

合

い
を
し

て

も
解
決

が
困

難
な

場
合

が
あ

り
ま

す

。
ま

た

、

″
知
り
あ
い
だ
か
ら
”

。
め
ん

ど
う

く

さ

い
”
と

い
う

こ

と
で

あ
き

ら

め
る
人

が
多

い
よ
う

で
す

。
こ
の
よ

う

な
こ

と
で

、
消
費

者

が
損
を

す

る

ば
か
り

で
な

く
、

事

業
者

も
商

品
や
サ

ー

ビ
ス

の
反

省

、
改

善
の

機
会

を
失
う

こ

と
に

な
り

ま
す

。
ト
ラ

ブ
ル

が
起
き

た

と

き
、
青

森
県

消
費

生
活

セ

ン
タ

ー

と
市
町

村

に
配

置

さ

れ
た
消

費

苦

情
相

談
員

が
問
題

解
決

の

お
手

伝

い
を
し

ま
す

。
気

軽

に

ご
利

用

く

だ
さ

い
。

●
消
費
苦

情

相
談
員
　

清

水
幸

子

あ
と
が
き

「
郷
土
の
歴
史
」
で
取
り
上
げ
た

道
の
話
。
獣
道
を
風

の
よ
う
に
か
け

ぬ
け
て
え
も

の
を
追
っ
た
人

々
。

戦

い
に
そ
な
え

た
山
沿

い
の
間
道
。
大

名
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
人

が
往
来
し

た

松
前
街
道
。
菅
江
真
澄
の
『
外
が
浜

づ
た

い
』
か
ら
は
、
当
時
の
村
び
と

（
こ
の
中
で
は
浦
人
）
の
ざ
わ
め
き

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

○お悔やみ申しあげます

青木サクラ　（阿弥陀川･73歳）

森　　アサ　（阿弥陀川･76歳）

八幡　三蔵　（高根・70歳）

田中　キョ　（広瀬・70歳）

高田　みき　（郷沢・83歳）

だ
ま
っ
て
い
な
い
で
…

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン

○ご結婚おめでとうございます。

○お誕生おめでとうございます。

Ｓ
Ｆ
商
法
と
は
…

つ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

生活ミニ情報うまい話にご用心SF商法…（催眠商法）',…………l･.･･..･.･･･　　　　　　・.・･･..･..･･.･.・.･l･･..･ .･
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